




②甕 ③壺 ④高杯

弥生時代終わりころ（約1,700年前）の

土器で、全体の形のわかるものは少ないで

す。相川西方遺跡ではこのころの土器が最

も多く、粘土がたくさん採られたのはこの

ころと考えられます。ところで、粘土を採

った跡になぜ土器がはいっているのでしょ

う？粘土を採る道具？弁当の入れ物？お供

え？・・・今のところ、はっきりしません。

④

⑤

①削器

ものを切ったり削り取ったりするための

石器で、縄文時代初めころ（約12,000年前）

のものと思われます。これは、サヌカイト

という石を薄く打ち割り、刃のふちに細工

をしたものです。サヌカイトは大阪府と奈

良県境にある二上山で採れるものですので、

遠くから運ばれたものとわかります。

⑤甕

奈良時代（約1,300年前）の土器で、胴

の長い形の甕です。相川西方遺跡では、こ

の時代のものは初めて見つかりました。こ

のことから、奈良時代に粘土を採っていた

可能性が出てきました。このことは、調査

が進めば、くわしくわかってくるかもしれ

ません。
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こんなものが出ました！


